
第９回口頭弁論報告

８月７日、第９回口頭弁論が行われました。

今回も４３名の方に傍聴支援を頂き傍聴席には

入りきれない状況でした。原告を始め、大変力

強く感じています。

今回の弁論では、本件が「終業規則上明示さ

れた更新の上限に対する事案」なので、郵政公

社からの雇用の継続性を認めて解雇を無効とし

た「萩原高裁判決の射程範囲外」という会社の

主張に対する再反論と就業規則の郵政公社から

の連続性、不利益変更についての主張を行いま

した。さらに、就業規則の制定、改訂に際して

も職員代表の選出が適法に行われていたとは言

えないことや労基署への届出が行われていなか

ったことなどを指摘し、その有効性に疑問があ

ることを主張しました。 就業規則を制定、改

定した場合には職場の労働者代表か職場の過半

数の労働者を組織している労働組合の意見書を

添付して労基署に届け出ることを義務づけられ

ていますが、原告の働いていた花見川、高輪、

三鷹、尼崎支店では届出がされていませんでし

た。また、他の支店でも労働者代表としては疑

問あるＪＰ労組本部の意見書を添付しているこ

とが判明しました。法律すら守らない郵政のブ

ラックぶりがここでも明らかになりました。

郵政ユニオンが期間雇用社員の６５歳雇用の

原則打ち切りに関わる協約を締結するに至った

経緯についても、交渉過程で示されていた内容

と実際に締結された内容に大きな隔たりあるこ

と 郵政ユニオンは交渉での会社の説明から ６、 「

５歳を超えたことを理由に一律に雇用を打ち切

られることはないだろうとの認識に立っていた

こと、等を主張しました。

双方の主張はほぼ出そろっているという状況

ですが、裁判長が会社に対してさらに反論する

ように促したため立証の準備を進めながら次回

も会社が準備書面を出す予定です。

９・２５東京総行動に参加を！

９月２５日に東京総行動が行われます。争議

を抱えている仲間が連帯し、一緒に会社等に抗

議行動を行う、全一日の行動です。６５歳裁判

の原告と支える会もこれに参加します。

総行動は、朝８時４５分に日本郵政本社前で

出発集会と郵政本社への抗議行動から始まりま

す。みなさんの参加を是非お願いします。

＜第１９回支える会事務局会議報告＞

①年末には裁判も立証段階に入る見込みです

が、それに向けて証人について検討した。協

約締結の経緯については旧ユニオンの山岸本

部交渉部長にお願いする。また、原告が雇い

止め・解雇された以降の職場実態を職場の仲

間に陳述書で出してもらう。

②東京総行動では郵政本社への申し入れ行動を

行う。会社は受け入れないと思うが？

③次回裁判の朝のビラ入れは郵政本社で８時～

９時まで行う。参加をお願いします。

④署名の二次集約分の提出を次回の裁判（１２

月？）で行う予定。それまで可能な限り集約

をお願いします。

⑤１１月２８日（木）の夜に集会を予定してい

ます。詳しくは別途連絡しますが、参加でき

るよう日程調整をお願いします。

第１０回口頭弁論

◆１０月９日 １０時３０分

◆東京地裁５２７号法廷

＊朝８時から郵政本社前でビラ入れ

＊裁判終了後、弁護士会館で報告集会
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